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新議員を紹介します
平成 29年 1月 29日に執行されました市議会議員選挙により、16名の方々が当選されました。
任期は、平成 29年 2月 15日から平成 33年 2月 14日までです。

①生年月日　昭和４６年１０月１１日
②住　　所　野上野２８４番地の４
③政　　党　日本共産党議員団

①生年月日　昭和26年4月27日
②住　　所　紀泉台1番地の57
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和３５年３月７日
②住　　所　山１４５番地
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和27年１２月５日
②住　　所　東坂本４８７番地
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和２０年１月２６日
②住　　所　紀泉台１８３番地
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和２９年６月１１日
②住　　所　高塚１７６番地の４
③政　　党　公明党議員団

①生年月日　昭和２９年２月２４日
②住　　所　清水２８５番地の１１
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和３１年９月６日
②住　　所　川尻４６番地の３４
③政　　党　日本共産党議員団

①生年月日　昭和２３年１２月２５日
②住　　所　高塚９３番地
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和４０年４月１５日
②住　　所　中黒４４６番地の５４
③政　　党　公明党議員団

①生年月日　昭和２２年３月１５日
②住　　所　根来６５７番地の３１
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和３３年７月１１日
②住　　所　山１９４番地の１４
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和４２年２月３日
②住　　所　根来１２０１番地
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和２７年２月２６日
②住　　所　西国分１０４番地の１９
③政　　党　公明党議員団

①生年月日　昭和４６年１２月２０日
②住　　所　新田広芝３１６番地の７
③政　　党　無所属

①生年月日　昭和２６年５月３日
②住　　所　吉田２７番地の８
③政　　党　無所属

市 來 利 恵（4回） 上 野 耕 志（4回） 田 中 宏 幸（3回） 梅 田 哲 也（2回）

山 本 重 信（5回） 奥田富代子（1回） 井 神 慶 久（4回） 増 田 浩 二（8回）

松 下　 元（6回） 玉 田 隆 紀（4回） 尾 和 弘 一（5回） 𠮷 本 勧 曜（5回）

三栖慎太郎（3回） 田 畑 昭 二（5回） 福 岡 進 二（1回） 福 山 晴 美（3回）

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



案　　　件　　　名 結果

賛否 （ ○……賛成　×……反対　−……賛否に加わっていない ）
公明党
議員団

日本共産
党議員団 岩出クラブ 郁青青

ク ラ ブ ネット岩出

宮
本
要
代

玉
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紀
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畑
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二
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西
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豊

上
野
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志

福
山
晴
美

山
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栖
慎
太
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松
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久

梅
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哲
也

田
中
宏
幸
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本
勧
曜

平成27年度岩出市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）

○ ○ ○
平成27年度岩出市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定について 認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度岩出市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度岩出市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度岩出市下水道事業特別会計歳入歳出決算認
定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度岩出市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度岩出市水道事業会計剰余金の処分及び収入
支出決算認定について

可 決 
及び 
認定

○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例等の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の給与に関する条例等の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市臨時的任用職員の給与等に関する条例の一部改正
について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市税条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市国民健康保険税条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正に
ついて 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市地域生活支援事業に関する条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市介護保険条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市農業委員会の委員及び岩出市農地利用最適化推進
委員の定数に関する条例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市公営住宅管理条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度岩出市一般会計補正予算（第3号） 可 決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可 決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第3号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度岩出市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度岩出市下水道事業特別会計補正予算（第2号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度岩出市水道事業会計補正予算（第2号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市火葬場の指定管理者の指定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さぎのせ公園の指定管理者の指定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
道の駅「根来さくらの里」の指定管理者の指定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
根来公園墓地の指定管理者の指定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市監査委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子どもの医療費無料制度拡充を求める請願書 不採択 × × × ○ ○ × × × × × × × × ×
岩出市議会委員会条例の一部改正について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２8年第4回定例会議決結果

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



田  畑  昭  二　議員 5頁

◎ 蜂の巣駆除における助成について

◎ 岩出市巡回バスの改善について

◎ 在宅血液透析導入にかかる機器設置工事費の助
成について

宮  本  要  代　議員 6頁

◎ 市民生活を守る防災・減災対策について

◎ 不登校問題について

玉　田　隆　紀　議員 7頁

◎ 巡回バスについて

◎ 安全対策について

市 來 利 恵　議員 8頁

◎ 岩出図書館業務委託について

◎ 公共交通機関の充実を

増  田  浩  二　議員 9頁

◎ 国民健康保険制度の認識について

◎ 国民健康保険制度の改善について

5名の議員が市政
を問う

＊質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
＊内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

◇一般質問項目の事前公表

　一般質問における質問者・項目については、事前に岩出市議会ウェブサイトで公表しています。
ぜひ、ご覧ください。

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



近
隣
市
の
状
況
や
国
の

動
向
を
調
査
研
究
す
る

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

在
宅
血
液
透
析
は
、
腎
臓

機
能
障
害
の
方
々
が
病
院
へ

行
く
こ
と
な
く
、
在
宅
で
透

析
を
行
う
も
の
で
、
夜
間
等

に
透
析
す
る
こ
と
で
、
就
職

な
ど
、
社
会
復
帰
も
し
や
す

く
な
り
、
生
活
の
質
の
向
上

や
社
会
参
加
の
推
進
が
図
ら

れ
る
。
福
祉
施
策
の
バ
ラ
ン

ス
を
も
考
慮
し
、
近
隣
市
の

状
況
や
国
の
動
向
等
の
情
報

を
収
集
し
、
調
査
研
究
す
る
。

当
市
の
透
析
者
は
86
名
で
そ

の
内
４
名
の
方
が
在
宅
透
析
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

交
通
安
全
の
み
な
ら
ず
、
例

え
ば
、
蜂
や
猿
・
イ
ノ
シ
シ

な
ど
、
通
学
路
の
安
全
に
つ

い
て
は
、
常
に
学
校
等
と
連

携
し
な
が
ら
安
全
確
保
に
努

め
て
お
り
、
蜂
に
関
し
て
は
、

基
本
的
に
は
生
活
福
祉
部
長

の
答
弁
の
と
お
り
で
す
。

岩
出
市
巡
回
バ
ス
の

改
善
に
つ
い
て

質
　
問

・
今
後
、
高
齢
者
が
巡
回
バ

ス
を
多
く
利
用
す
る
機
会

が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
が
、

蜂
の
巣
駆
除
に

市
か
ら
の
助
成
を 

質
　
問

・
高
齢
者
宅
に
蜂
の
巣
が
作

ら
れ
た
場
合
、
独
自
で
駆

除
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

専
門
業
者
に
委
託
し
た
場

合
、
高
額
と
な
る
た
め
、

助
成
す
る
考
え
は
。

・
通
学
路
周
辺
に
巣
が
あ
る

場
合
、
市
と
し
て
安
全
確

保
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
応
が
な
さ
れ
る
の
か
。

市
管
理
の
施
設
で
は

速
や
か
に
対
応
す
る

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

個
人
所
有
の
土
地
、
建
物

の
蜂
の
巣
駆
除
は
、
所
有
者

及
び
管
理
者
の
管
理
責
任
の

範
囲
内
で
あ
り
、
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
、
独
自
で
駆
除
で

き
な
い
方
は
、
や
む
を
得
ず

駆
除
業
者
に
依
頼
さ
れ
る
場

合
も
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
で
は
、
防
護
服
の
貸

し
出
し
制
度
を
設
け
て
い
る

が
、
蜂
の
巣
の
駆
除
に
対
す

る
費
用
の
一
部
助
成
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

時
刻
表
の
表
示
が
小
さ
く

見
に
く
い
の
で
大
き
く
し

て
は
。

・
バ
ス
コ
ー
ス
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
改
善
し
て
は
。

・
低
床
バ
ス
の
導
入
は
。

拡
大
版
の
時
刻
表
・

コ
ー
ス
図
も
検
討

答
　
弁
　
総
務
部
長

高
齢
者
が
よ
り
利
用
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
時
刻
表

は
、
現
在
の
A3
か
ら
拡
大
版

に
、
運
行
系
統
図
も
拡
大
版

の
作
成
時
に
、
公
共
施
設
な

ど
の
目
標
物
を
記
載
す
る
こ

と
で
わ
か
り
や
す
く
す
る
。

低
床
バ
ス
は
、
バ
ス
の
更

新
時
に
車
両
導
入
を
検
討
。

在
宅
血
液
透
析
導
入
費

の
一
部
助
成
は

　

質
　
問

・
在
宅
血
液
透
析
す
る
場
合

機
器
設
置
時
に
、
電
気
工

事
や
排
水
工
事
の
費
用
の

一
部
を
助
成
で
き
な
い
か
。

・
当
市
で
透
析
を
受
け
て
い

る
人
数
は
、
ま
た
、
在
宅

透
析
を
受
け
て
い
る
人
数

は
。

田畑　昭二 議員
（公明党議員団）

蜂の巣駆除に
助成を

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



東海・東南海・南海3連動地震

震度4以下
震度5弱
震度5強
震度6弱
震度6強
震度7

震度

南海トラフ巨大地震 中央構造線による地震 生
活
を
守
る

防
災
・
減
災
対
策

質
　
問

①
不
登
校
の
未
然
防
止
対
策

に
つ
い
て
。

②
子
供
を
め
ぐ
る
問
題
は
多

様
化
し
て
お
り
、
チ
ー
ム
学

校
の
よ
う
な
組
織
と
し
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

③
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
増
員
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
教
育
長

①
平
成
28
年
度
の
岩
出
市
学

校
教
育
の
指
導
方
針
の
重
点

に
、
学
級
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
を
掲
げ
、
互
い
に
思
い

や
る
心
の
醸
成
に
努
め
る
。

そ
の
前
提
の
も
と
、
自
分
も

他
人
も
大
切
に
さ
れ
、
学
校

に
自
分
の
居
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

資
料
を
活
用
し
、
不
登
校
の

未
然
防
止
、
早
期
発
見
等
に

関
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

②
チ
ー
ム
と
し
て
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

ケ
ー
ス
会
議
に
は
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
同
席
し
、
専
門
的
な
見
地

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
子
育
て
支
援

課
な
ど
の
福
祉
関
係
機
関
や

児
童
相
談
所
、
医
療
機
関
、

警
察
等
と
も
連
携
で
き
る
体

制
が
整
っ
て
い
る
。

③
有
効
性
、
重
要
性
を
認
識

し
て
い
る
の
で
、
県
教
育
委

員
会
へ
強
く
要
望
す
る
。

地
震
と
は
縁
が
薄
い
と
思

わ
れ
て
い
た
熊
本
で
、
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
、
岩
出

市
に
お
い
て
も
他
人
事
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。

質
　
問

①
市
役
所
の
初
動
態
勢
の
構

築
は
現
状
で
よ
い
の
か
。

②
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る

取
り
組
み
が
、
一
歩
で
も
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

ま
ず
、
被
災
者
の
安
否
確
認

や
避
難
所
の
開
設
等
、
初
動

の
優
先
項
目
を
念
頭
に
体
制

を
整
え
て
い
る
。

公
助
・
自
助
・
共
助
が
大

変
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

住
民
に
対
し
て
は
、
地
震
に

対
す
る
危
機
感
を
常
に
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

②
平
成
28
年
11
月
１
日
時
点

で
、
災
害
時
要
援
護
者
は
、

１
，
４
２
１
名
で
す
。

こ
の
う
ち
、
災
害
発
生
前

に
名
簿
を
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
確
認
が
で
き
て
い

る
方
は
346
名
で
す
。

災
害
時
に
支
援
を
お
願
い

す
る
方
々
に
、
名
簿
を
提
供

す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
内

容
や
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
お
り
、
提
供
の
準
備
に
入

っ
て
い
る
。

不
登
校
問
題
に
つ
い
て

平
成
28
年
10
月
末
に
文
科

省
が
発
表
し
た
２
０
１
５
年

の
問
題
行
動
調
査
で
、
不
登

校
は
今
な
お
、
教
育
現
場
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

宮本　要代 議員
（公明党議員団）

いわで議会だより − 6−いわで議会だより



あいあいセンター西側道路からの交差点 農免道路からの交差点

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

質
　
問

①
過
去
３
年
間
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
。

②
運
行
経
路
の
課
題
や
要
望

状
況
に
つ
い
て
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
岩
出
市
巡
回
バ
ス
利
用
者

数
は
、

平
成
25
年
度３

８
，
８
６
６
人

平
成
26
年
度４

３
，
１
８
２
人

平
成
27
年
度３

８
，
５
４
２
人

平
成
28
年
度
は
、
４
万
人
を

超
え
る
見
込
み
。

②
日
常
生
活
の
移
動
手
段
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

市
役
所
を
初
め
と
す
る
公
共

施
設
や
JR
岩
出
駅
、
ス
ー
パ

ー
等
商
業
施
設
付
近
に
バ
ス

停
を
設
置
し
、
市
内
各
地
域

を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

課
題
及
び
要
望
で
は
、
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

第
一
な
の
で
、
バ
ス
停
の
新

設
や
交
通
渋
滞
回
避
の
た
め
、

ル
ー
ト
変
更
等
を
行
っ
て
お

安
全
対
策
に
つ
い
て

質
　
問

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
西
側

道
路
と
農
免
道
路
が
交
わ
る

交
差
点
の
東
西
側
に
、
矢
印

信
号
や
時
差
信
号
な
ど
の
設

置
に
よ
る
安
全
対
策
の
考
え

は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

平
成
26
年
1
月
に
湯
窪
区

か
ら
同
様
の
要
望
が
あ
り
、

岩
出
警
察
署
に
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
交
通
量
の
調
査
を
行

う
が
、
設
置
は
難
し
い
で
あ

ろ
う
と
の
回
答
を
い
た
だ
い

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昨
年
9
月
に
京

奈
和
自
動
車
道
岩
出
根
来
イ

ン
タ
ー
が
開
通
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
交
通
量
の
変
化

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

岩
出
警
察
署
に
対
し
、
市
議

会
に
お
い
て
一
般
質
問
が
あ

っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
、
再

度
、
交
通
量
の
調
査
等
の
要

望
を
行
い
ま
す
。

り
、
今
後
も
利
用
状
況
等
を

注
視
し
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
運
行
を
実
現
す
る
た
め
、

引
き
続
き
研
究
を
行
い
ま
す
。

質
　
問

ス
ー
パ
ー
の
前
に
バ
ス
停

を
設
置
す
れ
ば
、
利
用
者
に

と
っ
て
も
非
常
に
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

設
置
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

停
留
所
は
、
公
道
に
設
置

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

ま
す
。

巡回バスと
安全対策を

玉田　隆紀 議員
（公明党議員団）

いわで議会だよりいわで議会だより− 7−



質
　
問

①
高
齢
者
の
運
転
事
故
の
認

識
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
へ
、
公
共
交
通
の
充
実
は

欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
、

市
の
認
識
は
。

②
巡
回
バ
ス
の
西
コ
ー
ス
で
、

い
っ
ぱ
い
で
乗
車
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
声
を
数
件
お
聞

き
し
ま
し
た
。
改
善
策
の
考

え
は
。

③
車
に
乗
ら
な
い
方
か
ら
、

買
い
物
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
困
っ
て
い
る
方
が
お
ら

れ
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
新
た

な
交
通
手
段
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
市
に
あ
っ
た
方

法
で
の
研
究
、
導
入
の
考
え

は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
事
故
の
対
策
と
し
て
、
高

齢
者
の
運
転
免
許
の
返
納
も

推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
運
転
免
許
を
返

納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
か
ら
、
社
会
参
加
が
制

限
さ
れ
、
家
に
い
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
最
悪
、
寝
た
き

り
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

・
市
で
は
、
巡
回
バ
ス
を
運

行
し
、
65
歳
以
上
の
方
に
無

料
で
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

あ
い
あ
い
カ
ー
ド
を
発
行
し

て
い
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
バ
ス
停
の

新
設
や
ル
ー
ト
の
変
更
な
ど

の
改
善
を
行
い
、
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
く
時
間
帯
な
ど
で
、
満
車

と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
思

う
。
利
用
状
況
等
の
調
査
、

研
究
を
引
き
続
き
行
う
。

③
予
約
型
の
公
共
交
通
で
あ

り
、
運
行
す
る
自
治
体
が
増

え
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

一
人
当
た
り
の
輸
送
コ
ス
ト

が
割
高
に
な
っ
た
り
、
需
要

増
大
に
よ
る
費
用
負
担
の
増
、

ま
た
、
反
対
に
利
用
さ
れ
な

い
、
さ
ら
に
は
、
一
般
タ
ク

シ
ー
と
の
差
別
化
を
図
る
必

要
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

導
入
の
考
え
は
な
い
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
ス
タ
ッ
フ
は
17
名
、
そ
の

う
ち
司
書
資
格
を
有
し
て
い

る
ス
タ
ッ
フ
は
13
名
、
以
前

よ
り
人
員
体
制
は
充
実
し
て

い
る
。

②
司
書
は
、
授
業
の
補
助
で

あ
り
、
担
任
が
中
心
に
授
業

を
行
う
の
で
、
大
き
な
影
響

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

①
２
０
１
６
年
に
委
託
先
の

変
更
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
人
数
の
変
化
、

司
書
資
格
保
持
者
に
つ
い
て

の
人
数
は
。

②
学
校
図
書
館
司
書
に
つ
い

て
年
度
途
中
で
の
変
更
は
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た

信
頼
関
係
が
一
か
ら
と
な
る
。

派
遣
で
は
な
く
、
正
規
で
雇

用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

岩
出
図
書
館
業
務
委
託

市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

公共交通機関の
充実を

いわで議会だより − 8−いわで議会だより



る
が
、
こ
の
う
ち
岩
出
市
だ

け
で
450
件
前
後
も
差
し
押
さ

え
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
保
加
入
者
の
生
活
実
態

に
寄
り
添
い
、
強
制
的
な
差

し
押
さ
え
で
は
な
く
、
ど
う

す
れ
ば
滞
納
し
て
い
る
状
況

を
改
善
で
き
る
の
か
一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

負
担
で
き
る
の
に
し
て
い

た
だ
け
な
い
方
、
こ
の
方
に

対
し
て
毅
然
と
し
た
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
誰
も
か
れ
も

に
厳
し
い
こ
と
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温

か
く
き
め
細
や
か
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

国
保
引
下
げ
の
一
助

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
促
進
を

質
　
問

医
療
費
削
減
へ
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
薬
品
拡
大
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
実
態
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

利
用
実
態
は
、
平
成
26
年

度
は
52
．
６
％
。
27
年
度
で

は
、
56
．
９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

質
　
問

9
月
議
会
で
、
国
保
は
社

会
保
障
制
度
と
発
言
さ
れ
た
。

国
の
社
会
保
障
切
り
下
げ
の

中
で
、
国
保
に
お
け
る
施
策

は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
　
弁
　
市
長

国
保
広
域
化
を
見
据
え
、

保
険
税
収
納
率
の
向
上
対
策

を
は
じ
め
医
療
費
適
正
化
事

業
や
特
定
検
診
、
特
定
保
健

指
導
な
ど
の
事
業
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

受
診
枠
の
拡
大
を

質
　
問

人
間
ド
ッ
ク
受
診
枠
は
、

紀
の
川
市
300
名
に
対
し
、
岩

出
市
は
50
名
。
医
療
給
付
費

削
減
、
健
康
増
進
施
策
と
し

て
枠
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
も
受
診
枠
を
大
幅
に
超

え
る
申
請
者
が
あ
り
追
加
募

集
を
す
べ
き
で
す
。
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診

枠
の
拡
大
を
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

特
定
検
診
と
ガ
ン
検
診
の

セ
ッ
ト
受
診
で
人
間
ド
ッ
ク

と
同
等
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
受
診
枠
の
拡
大

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
脳
ド

ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

申
し
込
み
状
況
、
他
の
保
健

事
業
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

差
し
押
さ
え
件
数
は

県
下
の
１
／
４
占
め
る

質
　
問

和
歌
山
県
下
30
の
自
治
体

で
年
間
、
約
１
，
９
０
0
件

の
差
し
押
さ
え
が
さ
れ
て
い

国
保
と
介
護
が
協
力
し

高
齢
化
対
策
の
推
進
を

質
　
問

空
き
家
を
利
用
し
、
身
近

な
地
域
で
健
康
予
防
や
食
生

活
改
善
、
介
護
予
防
教
室
な

ど
、
介
護
対
策
を
含
め
た
、

い
き
が
い
施
策
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
と
拡
充
を
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
が
連

携
し
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し

た
健
康
対
策
を
地
域
の
会
館

な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

増田　浩二 議員
（日本共産党議員団）

国
保
税
引
下
げ

健
康
施
策
推
進
を

いわで議会だよりいわで議会だより− 9−
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3月 2日（木）施政方針･議案説明
8日（水） 質疑・委員会付託
21日（火） 討論・採決
23日（木） 一般質問
24日（金） 一般質問

第 1回定例会（3月）
の本会議開催予定日は
次のとおりです。
ぜひ、傍聴にお越し
ください。

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

田
畑　

昭
二

副
委
員
長　

市
來　

利
恵

委　
　

員　

宮
本　

要
代

〃
　

梅
田　

哲
也

〃
　

三
栖
慎
太
郎

〃
　

𠮷
本　

勧
曜

〃
　

福
山　

晴
美

次
の
議
会
広
報
常
任

委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
の

編
集
作
業
は
、
今
月
号

で
最
後
に
な
り
ま
す
。

次
回
か
ら
新
メ
ン
バ

ー
に
変
更
と
な
り
ま
す

が
、
今
ま
で
ど
お
り
市

議
会
の
活
動
や
報
告
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
も
、
ご
愛
読
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

平素から議会広報常任委員会に、格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
当委員会では、わかりやすく親しみやすい紙面づくりのため、平成 28年 12 月号で「いわ
で議会だより」に関するアンケートを実施しましたところ、貴重なご意見をたくさんいただき
ましたことに、心からお礼申し上げます。
当委員会では、アンケート結果をふまえ、今後、より読みやすく親しまれる紙面づくりとな
るよう取り組んでまいります。

岩出市議会では、「総務文教常任委員会」「厚生常任委員会」「建設常任委員会」の審
議の充実化を図るため、平成 29年 2月 15 日から「総務建設常任委員会」「厚生文教
常任委員会」の 2委員会に改めました。

「いわで議会だより」に関するアンケート調査に
ご協力ありがとうございました。

【総務建設常任委員会】
・市長公室の所管に関する事項
・総務部の所管に関する事項
・事業部の所管に関する事項
・上下水道局の所管に関する事項
・農業委員会の所管に関する事項
・他の常任委員会の所管に属さない事項

【厚生文教常任委員会】
・生活福祉部の所管に関する事項
・教育委員会の所管に関する事項

岩出市議会委員会条例の一部改正
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